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母牛の移動と共に群がる白い鳥達（レダ牧場にて3月撮影）

レ
ダ
の
近
況
と
今
後

南
米
の
レ
ダ
は
、
こ
の
時
期
、
夏
か

ら
秋
に
移
り
つ
つ
あ
る
季
節
で
す
。
暦

の
上
で
は
、
雨
期
が
終
わ
り
、
乾
期
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
ま
だ
時
折

雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
日
中
陽
射
し
の

中
に
あ
れ
ば
、
焦
げ
る
よ
う
な
暑
さ
は

あ
る
も
の
の
、
木
陰
に
入
れ
ば
涼
や
か

な
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。
朝
晩
は
寝
苦

し
い
こ
と
も
無
く
、
快
適
な
夜
を
楽
し

め
ま
す
。
レ
ダ
の
建
設
現
場
は
、
展
望

台
ビ
ル
（
仮
称
）
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、

二
階
の
フ
ロ
ア
ー
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
が
終
わ
り
ま
し
た
。

三
階
建
て
の
上
に
二
階
分
を
重
ね
た

地
上
十
八
ｍ
の
高
さ
の
展
望
台
が
建
て

ら
れ
る
予
定
で
、
そ
れ
が
完
成
す
る
と

日
の
出
が
本
流
か
ら
、
夕
陽
が
支
流
に

沈
ん
で
行
く
、
千
変
万
化
の
美
し
い
世

界
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
夜
は
満

天
の
星
空
を
三
六
〇
度
眺
め
、
晴
れ
た

日
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
山
も
彼
方
に
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
大
小
様
々
な
沢
山

の
鳥
や
動
物
達
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
は
最
高
で
す
。

フ
イ
ッ
シ
ン
グ
は
、
釣
り
キ
チ
、
憧

れ
の
黄
金
の
魚
ド
ラ
ド
を
は
じ
め
、
陸

地
か
ら
も
、
ボ
ー
ト
で
川
に
出
て
も
、

今
の
時
期
様
々
な
魚
が
自
由
に
釣
れ
ま

す
。
農
園
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
各
種
野

菜
が
沢
山
育
て
ら
れ
、
田
ん
ぼ
で
は

二
回
目
の
稲
の
収
穫
を
す
べ
く
、
稲

田
が
色
づ
き
始
め
て
い
ま
す
。
コ
コ
ヤ

シ
の
苗
も
三
百
本
ほ
ど
植
え
ら
れ
て
、

将
来
の
ヤ
シ
油
を
採
集
す
る
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
の
種
も

種
ま
き
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
地
球
環

境
を
考
え
て
、
軽
油
、
ガ
ソ
リ
ン
の
代

わ
り
に
、
植
物
エ
タ
ノ
ー
ル
を
抽
出
し
、

公
害
の
少
な
い
燃
料
に
切
り
替
え
て
い

く
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
活
の
燃
料
だ
け
で
な
く
、
対
外
的

に
も
販
売
し
て
、
経
済
自
立
の
道
も
見

通
し
て
い
ま
す
。

植
樹
活
動
も
、
第
一
、
第
二
植
樹
園
、

果
樹
園
、
そ
し
て
奥
地
へ
続
く
道
路
の

街
路
樹
へ
と
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
既
に
三
千
本
以
上
の
苗
木
が
、

大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。

今
や
荒
地
が
、
庭
園
の
よ
う
に
美
し
い

憩
い
の
場
を
、
人
に
も
動
物
に
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

牛
た
ち
も
、
か
つ
て
は
、
草
が
充
分

食
べ
ら
れ
ず
痩
せ
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
橋
が
出
来
た
お
陰
で
、
支
流
の
河

川
敷
が
大
草
原
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
い
け
る
為
、
沢
山
食
べ
て
コ
ロ
コ
ロ

し
て
来
て
い
ま
す
。

子
牛
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
お
陰

で
、
美
味
し
い
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
、

毎
日
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
野
事
務
総
長
訪
問
記



見
て
も
、
斜
め
か
ら
見
て
も
さ
す
が
に
様
に
な
っ

て
い
て
心
を
躍
ら
せ
る
。

や
が
て
、
出
発
の
合
図
が
叫
ば
れ
て
、
乗
客
の

列
が
出
来
、
切
符
の
チ
ェ
ッ
ク
を
小
奇
麗
な
係
り

の
お
姉
さ
ん
が
し
て
、
い
よ
い
よ
乗
車
だ
、
と
思
っ

た
ら
、
駅
の
中
が
博
物
館
に
な
っ
て
い
て
、
創
設

時
の
関
係
者
の
古
ぼ
け
た
白
黒
写
真
や
列
車
の
写

真
、
当
時
の
掛
け
時
計
、
通
信
機
、
水
飲
み
場
、

な
ど
が
二
部
屋
に
わ
た
っ
て
展
示
し
て
あ
り
、
当

時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
服
を
着
た
坊
主
頭
の
お
じ

さ
ん
が
愛
想
よ
く
案
内
説
明
を
し
て
く
れ
、
さ
さ

や
か
な
パ
ラ
グ
ア
イ
に
お
け
る
鉄
道
の
歴
史
を
学

ぶ
事
が
出
来
た
。

ひ
と
し
き
り
そ
れ
が
終
わ
る
と
今
度
こ
そ
本
当

に
乗
車
だ
。
家
族
連
れ
や
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
や
外

国
の
旅
人
な
ど
様
々
な
乗
客
五
十
名
ほ
ど
が
２
両

編
成
の
小
豆
色
の
ペ
ン
キ
で
塗
ら
れ
た
木
製
車
両

に
そ
れ
ぞ
れ
騒
め
き
な
が
ら
席
を
占
め
て
い
く
。

や
が
て
汽
笛
が
一
際
大
き
く
長
く
鳴
っ
て
、
駅
長

が
鐘
を
鳴
ら
し
、
駅
で
見
送
る
人
々
の
叫
び
声
、

窓
か
ら
手
を
振
る
乗
客
の
歓
声
、
そ
し
て
最
後
ま

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
カ
メ
ラ
マ
ニ
ア
と

思
わ
れ
る
青
年
が
車
掌
に
せ
か
さ
れ
て
乗
り
込
む

と
、
蒸
気
を
吐
き
出
す
音
と
共
に
、
汽
車
は
動
き

出
し
た
。
汽
車
の
厳
か
な
ゴ
ト
ン
、
ゴ
ト
ン
と
い

う
音
と
、
甲
高
い
汽
笛
の
音
を
響
か
せ
て
、
さ
さ

や
か
な
煙
が
開
け
放
た
れ
た
窓
か
ら
流
れ
込
み
、

興
奮
が
高
ま
る
。
石
炭
と
違
っ
て
、
ス
ス
や
黒

煙
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
や
が
て
車
内
放
送
が
あ
り
、

簡
単
な
説
明
が
３
分
ほ
ど
、
（
別
紙
に
続
く
）

パ
ラ
グ
ア
イ
の
蒸
気
機
関
車
に
乗
る
！

（
飯
野
記
）

四
．
二
（
日
）
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
レ
ト

ロ
・
蒸
気
機
関
車
に
乗
っ
た
。
今
後
の
ツ
ア
ー

の
参
考
に
と
思
い
、
体
験
記
を
ま
と
め
て
み

た
。今

日
は
快
晴
、
気
候
も
そ
れ
程
暑
く
な
い

ピ
ク
ニ
ッ
ク
日
よ
り
だ
。
九
時
に
ア
ス
ン
シ

オ
ン
宿
舎
を
タ
ク
シ
ー
で
出
発
、
昨
年
出
火

で
焼
失
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
前
を

通
り
過
ぎ
、
街
の
北
東
に
あ
る
ボ
タ
ニ
カ
ル
・

ガ
ー
デ
ン
（
植
物
園
）
の
あ
る
所
を
直
角
に

曲
が
る
ア
ル
テ
イ
ガ
ス
通
り
に
沿
っ
て
走
る

こ
と
十
五
分
程
で
、
始
発
の
ボ
タ
ニ
コ
駅
に

着
い
た
。

既
に
汽
車
は
釜
に
薪
が
放
り
込
ま
れ
、
煙

を
上
げ
、
蒸
気
を
吹
き
出
し
、
ス
タ
ン
バ
イ

の
様
子
。
切
符
を
一
人
二
十
ド
ル
で
購
入
、

厚
手
の
ボ
ー
ル
紙
に
印
刷
さ
れ
た
昔
懐
か
し

い
切
符
の
ス
タ
イ
ル
だ
。
ボ
タ
ニ
コ
駅
十
時

発
、
三
十
分
程
で
ル
ケ
駅
、
三
十
分
休
憩
し

て
、
終
点
ア
レ
グ
ア
駅
に
十
二
時
に
着
く
と

い
う
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
東
に
お
よ
そ
三

十
Ｋ
Ｍ
ぐ
ら
い
の
距
離
だ
。

出
発
十
五
分

前
ま
で
は
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
て
乗
車

は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
暫
く
機
関
車
を
撮

影
し
た
り
、
眺
め
た
り
し
て
い
る
と
、
早
く

乗
り
た
く
な
っ
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
パ

ラ
グ
ア
イ
鉄
道
創
立
の
千
八
百
六
十
一
年
の

数
字
を
記
し
た
機
関
車
の
顔
は
、
正
面
か
ら



砂糖キビ・マンジョンカの栽培とアルコール製造への取り組み（中田先生推奨）

（１）２１世紀型、循環型環保全の展開が可能となります。

（２）化石燃料は、地球環境を壊して行きます。

もうすぐ太平洋の小さな島が海に飲み込まれる、あるいは北極圏の永久凍土がどんどん溶

け、白熊等の希少動物の生態系に危機的な影響を与えています。

（３）パラグアイの隣国ブラジルでは、ガソリンにアルコールを混合することが義務付けられ、

砂糖キビは大量にアルコール製造にまわされております。

このままでは、日本の台所から砂糖がなくなるのは近いと見なければなりません。

このことは、最近NHKで２回放映しておりました。

（４）レダは、砂糖キビ・マンジョンカが無限大に栽培できる環境があります。

この最高の立地条件を逃す手はありません。そして、砂糖キビ・マンジョンカは“換金作

物”のトップランナーと成り得ます。

（５）砂糖キビ、マンジョンカ栽培から、大きな波及効果が期待できます。

①アルコール製造が軌道に乗った場合、原料の供給を、現地の人々から調達することで、

現地の人々の現金収入を飛躍的に伸ばすことができます。

②レダ産、薬酒・人参酒・焼酎等、エコツアーに来られた観光客の良い土産になります。

（吉澤忍氏の報告より）
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昼
食
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き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、

レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

第
三
回

九
月
一
七
日

第
四
回

一
二
月
一
七
日

第
三
回
か
ら
四
回
の

詳
細
は
後
ほ
ど
連
絡
し
ま
す
。

『地球環境と人間

清水潔』より


